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県教委が人事異動方針の改定案を提示！

周辺部の学校を｢第六地区｣に分離
3地区勤務原則を4地区勤務原則へ
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県教委は、人事異動に関する高教組との

折衝の中で、現行の人事異動基本方針を大

きく変更する｢改定案｣を提示しました。そ

の内容は次のとおりです。

１．第六地区を新設する。第六地区は、

西海市･松浦市･平戸市･南島原市の

高校とする。

２．在任期間中に｢3地区以上(第四地

区を含む)｣の勤務を経験するものと

するを、｢4地区以上(第四地区を含

む)｣に変更する。

３．異動対象者を｢同一校勤続6年以上｣

から｢同一校4年以上、ただし、第四

地区は6年以上｣に変更する。

４．東彼杵地区(川棚･波佐見)を第二

地区から第三地区に移す。

県教委は｢周辺地区への希望の少な
さ｣｢不平等感の解消｣が理由と説明

県教委は改定の理由として、まず｢(第六

地区に指定したような)周辺地区になかな

か希望者がない。また、長崎市の中心部と

西海市、佐世保市の中心部と平戸市などが

同じ地区というのは非常に不平等感があ

る」｢地区を変えることによって、不満の

中ではなく、手を挙げて行ってもらうこと

ができないかという趣旨｣と述べました。

そして、地区を 6地区に増やすので、｢原

則 3地区以上経験｣を｢ 4地区以上｣にし、4
地区を 6年で回すのは難しいので、これま

での 6年× 3地区＝ 18年を変えない形で、

4 年× 3 地区と第四地区の 6 年で 18 年に

なるよう第四地区以外の異動対象を｢ 4 年

以上｣としたと説明しました。従って、こ

れまで、各地区の原則経験年数を｢ 6 年で

満了｣としていたものが、第四地区以外は

｢ 4年で満了｣とすることになります。

東彼杵地区の地区変更は、佐世保市在住

者の割合に合わせて第二地区の教員数を縮

小すること等を理由として述べました。

なお、工業･農業の専門科教員や実教に

ついて｢別に定める｣としている方針につい

ては変更なしとしています。

県教委は8月の定例教育委員会で決
定、来年4月異動からの実施を予定

県教委は、この改定案を 8月の定例教育

委員会(8 月 20 日予定)で決定した上で、

来年 4月の人事異動から実施する考え方を

明らかにしています。

県教委の｢改定案｣で
｢周辺地区への希望増｣｢不平等感の解消｣が実現するのか？!
現行の｢５地区制｣は 10 年前の人事異動

基本方針の大幅｢改正｣で、それまでの｢Ａ

(市部)・Ｂ(郡部)・Ｃ(離島部)制｣を廃止

して導入されたものです。高教組はその時

から、｢長距離通勤や単身赴任が多発する｣

｢従来のＢ地区への希望が減少し、従来の

Ａ地区ばかり異動する人が出る一方で、Ｂ

地区ばかり異動する人も出て、不平等感が

増す｣と批判してきました。今回の県教委

の改定の理由を見れば、高教組が指摘して

いた問題を認めざるをえなくなったものと

言えます。

｢異動希望が出にくい学校｣の勤務を
平等に担う異動方針にすべきでは？

全くフリーの異動希望をとれば、離島部

や交通の不便な周辺部、定時制夜間部など

への異動希望が少ないだろうということ

は、多くの教職員が理解しています。そう

した｢異動希望の出にくい学校｣の勤務を平

等に担う異動方針にしなければ｢不平等感｣

が生まれるのは必然です。

それでは、今回の｢改定案｣で不平等感は

解消されるでしょうか。｢第六地区｣を新設

しても、｢ 4地区以上(第四地区を含む)｣と

いう原則であれば、第六地区に希望を出す

人より、｢第一・二・三・四地区｣で 4地区

勤務原則を満了することを希望する人が多

いのではないでしょうか。そして、｢第一

・二・三・四地区｣で終わる人と、希望し

たけれどそうならなかった人との間の不平

等感が生まれるのは目に見えています。

｢4年で転勤｣は早すぎるのでは？

また、第四地区以外は｢ 4 年以上で異動

対象｣とすることは、3 年又は 4 年で一回

りのカリキュラムを修了する高校の教育活

動のあり方から考えれば早すぎるのではな

いでしょうか。

以上の点から、高教組執行委員会は、｢第

六地区｣の新設は是認しても、｢同一校 6年
以上で異動対象｣｢ 3 地区以上勤務を原則｣

は変えずに、第六地区か第五地区(定時制

夜間部)のいずれかに必ず勤務することを、

第四地区勤務と同様に原則とするべきでは

ないかと考えています。

今回の改定案には障害児学校について

の部分もあります。その主な内容は、原

則として全員が離島の学校を経験するよ

うに離島の勤務年数を｢ 4年で満了｣とす

ることなどです。詳しい内容を知りたい

方は高教組本部にご連絡ください。

高教組は｢改定案｣についての県教委交渉を8月上旬に行います
あなたのご意見を高教組本部にお寄せください

県教委の｢改定案｣に対するあなたのご意見を、別紙の｢意見集約
用紙｣にご記入の上、分会長におわたしください。


